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平
成
河
川
年
度
市
民
運
動
会
が
叩
月
ロ
日
(
日
)
、
八
幡

浜

・
大
洲
地
区
運
動
公
園
陸
上
競
授
揚
(
平
野
)
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

優
勝
は
平
地
区
で
1
4
7
点
を
獲
得
し
、
三
連
覇
を
果

た
し
ま
し
た
。
準
優
勝
は
、
惜
し
く
も
わ
ず
か
の
差
で
菅

団
地
区
、

3
位
は
新
谷
地
区
で
し
た
。
前
年
叩
位
か
ら
4
フ

年
8
位
に
躍
進
し
た
肱
南
地
区
に
は
努
力
賞
が
、
ま
た
、

す
ば
ら
し
い
応
援
を
披
露
し
た
久
米

・
八
多
喜

・
南
久
米

の
3
地
区
に
特
別
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

害地区が三連覇U

市民運動会成績

総合成績 玉入れ
ポァト

綱引き
ポル 和気 シーソー メジシン リム 信号 コjレフ 男子 女子

地区名 前年度 レース 送り あいあい でポン ポル ころがし ゲーム 競争 りレ リレ

順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点

優 勝 147 平 優勝 ① 14 ⑤ 9 回戦 9 ④ 11 ② 13 ③ 12 ① 14 ③ 12 ② 13 ③ 12 ① 14 ① 14 

準優勝 141 菅 田 41.立 ⑤ 10 ② 13 ① 14 ③ 12 ① 14 ① 14 ② 13 ① 14 ⑨ 6 ⑦ 8 ④ 11 ③ 12 

3位 119 新谷 3位 ③ 12 ③ 12 ④ 11 ⑤ 10 ③ 7 ④ 11 ④ 11 ④ 11 ③ 7 ⑥ 9 ⑦ 日 ⑤ 10 

41:立 117 柳沢 準優勝 ⑦ 8 ① 14 ③ 12 ⑫ 3 ④ 11 ⑤ 10 ⑦ 8 ② 13 ⑥ 9 ④ 11 ⑩ 5 ② 13 

51:立 106 八多喜 5位 ⑨ 6 ⑥ 7 一回戦 9 ① 14 ⑦ B ⑬ 2 ③ 12 ⑦ B ⑦ 8 ① 14 ② 13 ⑩ 5 

61:立 96久米 8位 ⑥ 9 ⑤ 10 一回戦 6 ⑪ 4 ⑫ 3 ② 13 ③ 7 ⑥ 9 ① 14 ⑬ 2 ⑤ 10 ⑥ 9 

71:立 81平野 7位 ② 13 ④ 11 ② 13 ② 13 ⑭ 1 ⑪ 4 ⑥ 9 ⑫ 3 ⑩ 5 ⑭ 1 ⑨ 6 ⑬ 2 

8位 81肱南 10位 ⑪ 4 ⑬ 2 一回戦 9 ⑤ 9 ⑬ 2 ⑥ 9 ⑤ 10 ⑪ 4 ⑤ 10 ⑪ 4 ③ 12 ⑨ 6 

9位 81ニ善 6位 ⑩ 5 ⑦ B 一回戦 9 ⑨ 6 ⑪ 4 ③ 6 ⑨ 6 ③ 7 ④ 11 ⑩ 5 ③ 7 ③ 7 

101:立 73大川 111:立 ⑬ 2 ⑨ 6 一回戦 6 ⑩ 5 ③ 12 ⑭ 1 ⑭ 1 ⑤ 10 ③ 12 ② 13 ⑬ 2 ⑫ 3 

11位; 70 肱北 91:立 ④ 11 ⑩ 5 一回戦 6 ⑦ 8 ⑩ 5 ⑦ 8 ⑬ 2 ⑬ 2 ⑬ 2 ⑤ 10 ⑫ 3 ⑦ 8 

12位 60 喜多 14位 ③ 7 ⑭ 1 一回戦 6 ⑧ 7 ⑨ 6 ⑩ 5 ⑪ 5 ⑭ 1 ⑪ 4 ⑫ 3 ⑪ 4 ④ 11 

131:立 55 南久米 12位 ⑭ 1 ⑫ 3 一回戦 6 ⑬ 2 ⑥ 9 ⑫ 3 ⑫ 3 ⑩ 5 ⑫ 3 ③ 7 ⑤ 9 I Ql) 4 

口竺1立 50 上須戒 13位 ⑫ 3 ⑪ 4 一回戦 6 ⑪ 1 ⑤ 10 ⑧ 7 ⑪ 4 ⑨ 6 ⑭ 1 ⑨ 6 ⑭ 1 ⑭ 

平成15年度
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3年連続優勝

平地区
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広報おおず 200312月号

年末年始の業務について

お

早
め

年
末
年
始
は
、
市
役
所
の
窓
口
や
各
種
施
設
が
混
雑
し
ま
す
。

取
り
扱
い
内
容
や
日
時
を
よ
く
確
か
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

同
川

町
川
川ボヘ

窓口業務

市役所

戸
籍
(
出
生
・

死
亡
)
等
の
届

け
出

年
末
年
始
の
閉
庁
期
間
中
、
戸
籍

な
ど
の
届
け
出
は
市
役
所
本
庁
の
宿

日
直
者
が
書
類
を
受
け
付
け
、

市
民

課
で
後
日
審
査
し
ま
す
。

会
計
事
務
(
支
払
い

・
収
納
)H6おおず i

閉
庁
期
間
中
は
お
取
り
扱
い
で
き

ま
せ
ん
。

急
用
の
場
合

宿
日
直
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
ご
用
件
の
内
容
に
よ
り

宿
日
直
者
で
は
対
応
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

コミ収集

燃
や
す
ゴ
ミ
/
燃
や
さ
な
い
ゴ

ミ
/
有
害
ゴ
ミ
/
資
源
ゴ
ミ

(缶

・
ビ
ン
・

発
砲
ス
チ
ロ
ー

ル
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
)

年
末
年
始
の
ゴ
ミ
収
集
は
、
「
年
末

年
始
の
業
務
カ
レ
ン
ダ
ー
」
(
左
ペ

ー

ジ
)
の
と
お
り
で
す
。
皆
さ
ん
が
お

持
ち
の
「
ゴ
ミ
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
」

と
併
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

資
源
ゴ
ミ
(
古
紙
類
)

通
常
の
古
紙
収
集
予
定
日
が、

1

月
1
日
か
ら

3
日
に
あ
て
は
ま
る
地

区
は
、
ロ
月
中
に
2
回
収
集
し
ま
す
。

「
ゴ
ミ
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

4 

市の施設

市
立
大
洲
病
院

薬
な
ど
が
年
末
年
始
に
な
く
な
り

そ
う
な
と
き
は
、
年
内
診
療
期
間
中

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

市
立
図
書
館

・
市
立
博
物
館

年
始
は
1
月
6
日
(
火
)
か
ら
開

館
し
ま
す
。

図
書
館
か
ら
の
お
願
い

返
し
忘
れ
な
ど
で
返
却
期
日
を
過

ぎ
た
本
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
年
内

に
図
書
館
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

大 間 願 す 札表に迎 ご郵
洲 い い皆 。 おえ大 協{更
郵 合 しさ

運設置 届すけ 大切、 便掛郵| 使 わ まん 力受
局 せ すの を箱

先 。ご 動るな局 !や
をま 理 」 た郵で

表@ 角ヰ を向便物 は
3 と

言語伊高を 主年木
ヰし

8 
~、、

の、ーー
3 協力 し早 吾日叉n. 。 てく 置

を い確始
お ま・実を



広報おおず 200312月号

年末年始の業務について

日
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幻
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4
d
d
E
4
E
内

4

n
，ι

お
E
・
、
，
の
4
G
u
a
u

d
-
&
t

‘
4
E
4
E

。，』

』

k
v
E
F
4
E
由
民

U

F

O

『
刈

4

4

・4
・qL

ν
h
'
'
n
U
守

f
a
a
T
4
E

守
'h

，‘
4
1
4
E
n
4
n
o

vM

、

F
O
内

O

Aυ

ιr門
内

4

nHM

副町

J

4

E

内，』

内
。

月

1

8
刊

M
n
m
m

月
内

L
d

・-
年内

ohu 
nu 

内
ζ 2004年1月

月火水木金土 日

2 3 4 
5 6 7 8 9 10 11 
12 13 14 15 16 17 18 
19 20 21 22 23 24 25 
26 27 28 29 30 31 

年末年始の業務カレンダー
業 務 電 話 当 12/26 12/27 12/28 12/29 12/30 12/31 1/1 1/2 1/3 1/4 1/5 1/6 そのf也

(金) (土) (日) (月) (火) (水) (木) (金) (土) (日) (月) (火) (7日以降)

~p 鑑 ~iI 明 由 由
8:30 8:30 

由 由 由 由 由じ
市 17:00 17:00 

千金 住民票・戸籍等の交付 国 由 国 国 国 歯 国 国 国
24-2111 市 民 課

由 国 由 由 国 国 国 函 由所 転出 ・ 転入居

~ 、
籍 届 出

受付 受付 受付 受付 受付 受付 受付 受付 受付
戸

のみ のみ のみ のみ のみ のみ のみ のみ のみ口
会計事務(支払い・収納)24-2111 .d. 言十 課 ;国 国 由 国 国 国 国 国 国τE 

市立 図 書館 24-4419 市立図書館 国 国 品 品 国 函 函 由 園
文

市 立 博物 館 24-4107 市立博物館 由 国 国 国 国 函 函 也イヒ
- 臥 青E 山 1士 24-3759 臥龍 山荘 国 国 国 国 国
観

おおず赤煉瓦館 24-1281 おおず赤煉瓦館 函 国 国 函 国 国 国
光

オートキャンフ.場(富士山)23-2384 オートキャンプ場

市立大洲病院 24-2151 市立大洲病院 ー国 申
救急 救急

由 国 唱自 国 由当番 当番

総 合福祉センタ ー 23-0294 総合福祉センター 白国 函 咽 由 制 咽
健 保健センタ ー 23-0310 保健センター 咽 部 国 由 国 国 国 哩H<<) 

老人福祉センタ ー 23-0312 老人福祉センヲー 由 由 骨 喧H由 喧h国 国 国

.d. 体 育館 総合体育館
8:30 

由 喧担 <<) 也 也 骨
8:30 

康 車官 Eコ 24-6255 
17:00 17:00 

八幡浜・大洲地区運動 八幅浜・大測地区運動 8:30 m 曲 曲 由 曲 国
8:30 

公園・体育館 (平野)
23-5524 

公園・体育館(平野) 17:00 17:00 
福 4意 3フF木忙 公 園 25-1131 徳森公園管理セン合ー 由 骨 国 国 国 国

徳 森 児童センタ ー 25-4735 徳森児童センター 由 国 国 由 国 園 B 7日から通常
どおり開館

祉
7日から通常

大 洲 児 童館 24-2285 大洲児童館 由 由 由 曲 由 曲 函 どおり開館

喜 ニ。!7 児 童館 24-2722 喜 多 児童館 由 由 由 由 由 由 由
7日から通常
どおり開館

肱陵苑(斎場)岱59-1581 由

環
燃や す ゴ ミの収集 s由 国 由 函 由

燃やさないゴミの収集 由 国 由 国 函

有害 ゴ ミ
24-2111 保険環境課 国 由 由 国 由

境
資源ゴミ (缶・ ぴん ・発泡 国 由 園 国 国

- スチロール・ペットボトル)

M 古紙類の収集 国 悶 国 国 国 i

由 国
8:30 8:30 8・30

国 国 国 国;可 燃 コ ミの搬入 26-1615 環境センター

生
16:00 16:00 正午

I里 立 コ 、、、、 24-7053 不燃物埋立地 国 困 国

し尿 の く み 取り 25-1010 汲限り受付センター l 国 由7 函 国 四 国 由 園 国

仁二ごコ…通常業務 c:m:::コ-一休み 仁二二コ…業務内容に制限あり E二二コ…時間制限あり
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広報おおず 200312月号

第55回人権週間

思羽田人監担固 12月4日"""10日

育てよう
一人一人の

ロ
月
4
日
(
木
)
か
ら
日
日
(
水
)

ま
で
の

1
週
間
は
人
権
週
間
で
す
。

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
啓
発
活
動
重
点
目
標

の
ほ
か
、
次
の
事
項
を
強
調
事
項
と

し
て
各
種
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

-
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

-
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

-
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て

ト」でつノ

A

マ
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平

等
を
実
現
し
よ
う

A

マ
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

-
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を

深
め
よ
う

.
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

-
E
I
V感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

.
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す

る
偏
見
を
な
く
そ
う

人権意識
一身近なことから人権を考えてみませんかー

A-犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権

に
配
慮
し
よ
う

.
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人

権
侵
害
は
や
め
よ
う

A
V
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を

な
く
そ
う

な
お
、
人
権
問
題
で
困
っ
て
い
る

人
は
、
次
の
人
権
擁
護
委
員
か
法
務

局
(
宮

@

4
1
5
5
)
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

大
洲
市
の
人
権
擁
護
委
員

松
岡
強
(
八
多
喜
町
)
宮

@

0
1
3
6

井
上
和
子
(
稲
積
)
合

@
7
2
0
9

高
岡
政
義

(
五
郎
)
合
⑫
3
9
7
1

大
塚
年
男
(
東
大
洲
)
合
⑮
5
8
2
9

松
本
忠
行
(
田
処
)
宮

@
5
2
3
5

白
石
美
子
(
阿
蔵
)
合

@
4
2
7
8

辻
幸
蕎
(
菅
田
町
菅
田
)
宮

@
5
0
8
1

奥
島
直
道
(
東
大
洲
)
合

@
1
1
2
7

一
全
国
中
学
生
人
権
作
文

一
コ
ン
テ
ス
ト
大
洲
地
区
大
会

「
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
B
E
'
B
E
E
S
E
'
'

人
権
意
識
の
普
及
高
揚
を
図
る
た

め
、
松
山
地
方
法
務
局
及
び
大
洲
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
に
よ
る
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
、
応
募

点
数

3
4
9
点
中
、
市
内
か
ら
は
次

の
皆
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
(
愛
媛
県
大
会
へ
推
薦
)

肱
東
中
学
校
3
年

久

保

千

尋

「
国
際
協
力
に
つ
い
て
考
え
る
」

優
秀
賞

大
洲
東
中
学
校
3
年

「
人
権
と
差
別
」

新
谷
中
学
校

3
年

「
戦
争
と
平
和
」

高
橋

津
園

一
人
権
問
題
に
関
す
る

一
総
合
花
時
間
電
話
相
談

「
'
E
'
E
E
'
E
E
I
E
E
E
E
'
'
E
-

相
談
内
容
差
別
問
題
、
児
童
生
徒

の
い
じ
め
・
体
罰
問
題
、
家
庭
問

題
、
近
隣
関
係
な
ど
、
人
権
問
題

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
(
無

料
・
秘
密
厳
守
)

日

時

ロ

月

4
日
(
木
)

午
前
9
時
1
午
後
9
時

電
話
番
号

(
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
)

宮

0
1
2
0
・
0
2
5
・
5
5
0

相
談
担
当
者
人
権
擁
護
委
員
(
弁

護
士
資
格
の
あ
る
者
も
含
む
)
、
法

務
局
職
員

主
催

松
山
地
方
法
務
局

愛
媛
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

6 

差
別
の
現
実
に
学
ぶ
!

大
島
青
松
園
を
訪
ね
て

伸
也

祥
子

企聞き取り学習の様子

(
前
略
)

私
(
曽
我
野
さ
ん
)
は
却
歳
で
発
症
、

昭
和
辺
年
、
幻
歳
の
と
き
香
川
県
庵
治

町
の
国
立
ら
い
療
養
所
大
島
青
松
園
に

強
制
的
に
送
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

入
所
し
た
後
、
強
制
労
働
を
は
じ
め

重
症
患
者
の

μ
時
間
の
看
護
や
医
療
行

為
を
さ
せ
ら
れ
た
り
、
火
葬
当
番
を
病

棟
順
に
さ
せ
ら
れ
る
な
ど
の
数
々
の
非

人
間
的
な
扱
い
を
受
け
、
患
者
は
動
物

以
下
に
し
か
扱
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う

実
態
に
直
面
し
ま
し
た
。

数
年
後
、
青
年
団
長
と
な
り
、
自
治

会
の
改
善
、
圏
内
の
処
遇
等
に
つ
い
て

疑
問
を
持
ち
抗
議
を
し
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
が
回
数
年
間
、
患
者
の
人
権
回
復

運
動
の
先
頭
に
立
っ
て
闘
っ
て
い
く
こ

と
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
お
年
全
国
国
立
ら
い
療
養
所
患

者
協
議
会
(
「
全
患
協
」
)
を
結
成
し
、

血
の
に
じ
む
よ
う
な
大
闘
争
に
突
入
し

戸、

一
、~

て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
年
の
国
会
が
始
ま
る
と
直
ち
に

陳
情
団
を
組
織
し
、
総
力
を
挙
げ
て
取

り
組
み
ま
し
た
が
、
「
ら
い
予
防
法
」
闘

争
は
、
む
し
ろ
改
悪
と
も
い
う
べ
き
結

果
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
も
地
を
は
う
よ
う
な
改
良
闘

争
を
粘
り
強
く
展
開
し
て
い
っ
た
結
果
、

長
島
愛
生
園
に
「
高
校
」
、
多
磨
全
生
園

に
「
ら
い
研
究
所
」
の
設
置
を
は
じ
め
、

生
活
医
療
な
ど
処
遇
全
般
の
向
上
を

着
実
に
実
現
し
て
き
ま
し
た
。

ら
い
予
防
法
が
廃
止
さ
れ
、
「
今
後
は

心
豊
か
に
生
き
よ
う
」
と
思
っ
て
い
た

矢
先
、
熊
本
地
裁
で
違
憲
訴
訟
が
起
こ

り
ま
し
た
。
私
は
原
告
団
の
団
長
と
し

て
、
ら
い
予
防
法
違
憲
国
家
賠
償
請
求

訴
訟
の
訴
状
を
提
出
し
ま
し
た
。
同
様

な
訴
訟
は
東
京
岡
山
で
も
起
こ
さ
れ
、

ハ
ン
セ
ン
病
の
人
権
闘
争
は
新
し
い
局

面
を
迎
、
え
ま
し
た
。

平
成
お
年

5
月
日
日
「
原
告
勝
訴
」

と
い
う
歴
史
に
残
る
判
決
が
下
さ
れ
、
固

と
政
府
は
小
泉
首
相
の
英
断
に
よ
り
控

訴
を
断
念
し
ま
し
た
。
(
後
略
)

曽
我
野
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
を
振
り
返

り
「
私
ど
も
は
救
わ
れ
た
L

と
話
さ
れ

た
と
き
の
輝
く
瞳
が
印
象
的
で
し
た
。

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
に
対
す
る
不
幸
な

歴
史
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、

一
人
ひ
と
り
が
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
弱

い
立
場
の
人
々
の
人
間
と
し
て
の
権
利

を
認
め
、
対
等

・
平
等
の
関
係
で
、
共

生
で
き
る
明
る
い
社
会
を
築
い
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
意
を
強

f

、1ν
宇品
1
し
れ
ん
。



広報おおず 200312月号

高齢者福祉シリーズ

痴ほう予防十力条.-第12回
• 

塩そ
控 今 の
え ど一

バむ 動物

よラ性
、ン信
?2を

そ
の

適
度
の
運
動
で足

腰
を
丈
夫
に

深 そ

j菌 の

ど 一一
規 一タ
員リ ノ、

正 コ
し ti 
」、 や
生 め

活を て

予生 そ

防活 の
、習 四
早慣
期病
発 血高

見 庄. ヤ
二Jムロ 月三など者巴い

感を の

-一

そ
の
五

転
倒
に
気
を
村
け
て
!

頭
の
打
ぼ
く
は

痴
ほ
-
つ
を
招
き
ま
す

、岡田

そ
の
六

い
ろ
い
ろ
介
き
』
ど
に

興
味
ど
関
お
を
持
ち

常
に
前
向
き
に
生
き
る 何か気になること、分からないことがあった

ら、気軽にお近くの在宅介護支援センターか

高齢福祉課(市役所1階)までご連絡ください。

そ
の
七

在宅介護支援センター
フレンド (東大洲)ft 23 -5300 春賀 (春賀)合 26-1471 社会福祉協議会 (大洲)ft 24 -1753 

問い合わせ先 市役所高齢福祉課金 24-2111 内線 176

考
え
を
ま
と
め
て

表
現
す
る
習
慣
を

そ
の
八

細
や
か
な
気
配
リ
で

よ
い
村
き
令
い
を

お そ

し の

や 九
れ

い l¥:l

つも 志を

若れ
々ず
し

そ

よ の

明 十
る よ
、“、 し
気な

今で いで

生
活
を

ひまわり (徳森)ft 25 -3438 

? 



広報ああず 200312月号

受賞者の紹介

農
林
水
産
統
計
発
展
に
貢
献

農
林
水
産
大
臣
表
彰

松

田

吉

勝

さ

ん

(

田

口

)

「
統
計
の
日
」

(
叩
月
四
日
)
の
記

念
式
典
が
叩
月
幻
日
、
ピ
ュ
ア
フ

ー

ル
松
山
(
松
山
市
)
で
開
催
さ
れ
、

農
林
水
産
統
計
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
県
内

の
永
年
協
力
者
犯
人
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

松
田
さ
ん
は
、
農
業
経
営
統
計
調
査
農
家
と
し
て
お

年
間
、
毎
日
の
現
金
収
支
、
農
作
業
の
労
働
時
間
な
ど

を
詳
し
く
記
録
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
、
農
畜
産
物
の
価
格
安
定
、
農
業
経
営

改
善
な
ど
、
農
業
施
策
に
必
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
活

用
さ
て
れ
て
い
ま
す
。

元
気
歯
つ
ら
つ
コ
〉
ワ
l
比

香金
川岩

繁

子

さ

ん

(

中
村
)

自
分
自
身
の
歯
を
丈
夫
に
保
っ
て
い
る
高
齢

者
を
表
彰
す
る
「
元
気
歯
つ
ら
つ
コ
ン
ク
ー
ル」

(愛
媛
県
・
愛
媛
県
歯
科
医
師
会
主
催
)
が
あ

り
、
香
川
さ
ん
が
入
賞
し
ま
し
た
。

香
川
さ
ん
は
、
大
洲
保
健
所
で
の

1
次
審
査

を
経
て
、
県
の

2
次
審
査
の
結
果
、
「
別
歳
以
上

で
お
本
以
上
の
天
然
歯
が
残
っ
て
い
る
」
と
し

て
、
優
秀
者

(山
人
)
に
次
ぐ
入
賞
者
却
人
の

1
人
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

今
や
人
生
初
年
の
時
代
で
す
。
歯
は
大
切
に

す
れ
ば
一
生
使
え
ま
す
。
成
人
の
歯
は
、

m
l

明
記
本
あ
り
ま
す
が
、

ω
l叩
歳
で
急
に
数
が
減

っ
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
歯
の
大
切
さ
を
呼
び

か
け
る
「
8
0
2
0
運
動
」
が
実
践
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
別
歳
で
却
本
の
噛
め
る

歯
を
残
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
香
川
さ
ん
も
、

今
回
の
受
賞
を
、
「
歯
が
丈
夫
で
あ
れ
ば
身
体
も

元
気
で
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
喜
ん
で
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
健
康
な
歯
が
初

本
以
上
残
っ
て
い
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
不
自
由
な

く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
も

一
生
自
分
の
歯
で
お
い
し
く
食
べ

る
た
め
に
、
歯
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

畠曽大

おき書
票余震
せ言語

ゑを
さ
い

県
の
規
制
を
考
え
直
し
ま
す

地
域
の
実
情
に
合
わ
な
い
規
制
が

住
民
活
動
の
妨
げ
に
な
っ
た
経
験
は

あ
り
ま
せ
ん
か
?
時
代
に
合
わ
な

い
規
制
に
よ
り
、ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

を
逃
が
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か

?県
で
は
、
県
民
の
視
線
に
立
っ
た

許
認
可
手
続
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
徹
底
し
て
見
直
す
た
め
、
県
民
の

皆
さ
ん
の
声
を
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
な
ど

で
募
集
し
、
規
制
改
革
の
遅
れ
て
い

る
分
野
が
あ
れ
ば
、
そ
の
改
善
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば

.
県
に
提
出
す
る
書
類
の
簡
素
化

a-県
が
独
自
に
設
け
て
い
る
規
制
の

廃
止

・
要

件

の

緩

和

な

ど

意
見
の
提
出
期
限

ロ
月
白
日
(
水
)

当
日
消
印
有
効

意
見
の
提
出
先

郵
送
の
場
合

一T
7
9
01
8
5
7
0

松
山
市

一
番
町

4
丁
目

4
1
2

愛
媛
県
行
政
シ
ス
テ
ム
改
革
課

電
子
メ

l
ル
の
場
合

安
0
5
0
5
苫
@
言
。
『
・
0
2
一
ヨ
の
ち

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
行
政
シ
ス
テ
ム
改
革
課

E
0
8
9
・
9
1
2
・
2
2
2
6

8 
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生活安全ニュース

12月21日(日)，...，.31日(水)

「中村、平野、北只で交通死亡事故が多発しています」

〈運転者〉命の大切さを感じ、緊張感を持って運転しましょう 。

年来の交通安宝県民運到

〈歩行者〉横断する時は、左右の安全を確認して横断しましょう 。

大洲警察署では、交通死亡事故防止のため次の運動を実施中!

1 交通指導・取締りの強化

2 高齢者の交通事故防止

3 反射材の貼付促進

4 早めのライト点灯

交通安全のお守り

『タツクシール』配布申

F 

....はやめのライ ト点灯を呼びかけました。
(10月20日 大洲インタ一入口)

犯罪 Crime (クライム)

予防 P revention (プリペンション)

点検 Pointers (ポインタ ーズ)

cpp作戦実施中!
警察では、民間の防犯組織とともに、銀行強盗な どの犯罪を予防

するための特別防犯指導 icpp作戦」を12月31日まで実施します。

金融機関、コンビニエンスストアなどの立ち寄りの強化や自主防

犯対策の促進を働きかけます。

一登録・検査情報処理システムが生まれ変わります

松 山 自 動 車 保 険11"! !~ 平成16年1 月 5 日スター卜 a‘ 車
請求相談センター 11、!い({ FT司 横I I _~I I~_ 0自動車検査証に最 ~ー← 司 Z 唱再

の相談員がご相談に応じます。 II、LV'
損害保険一般のご相談も受付します。 1 1守主 新の偽造防止".… 仲一 圃-. .-・

(社)日本領害保険協会四国支部
http://www.sonpo.or.jp 

IJ"Lv> を導入 C ，_...J・d・と

圃目置・I=l=~ドEとド哩R暑ctclζ雪国・

陸軍盟董盤置幽蜜幽盤幽圃掴

i町 新申而日にるこ k書
， ，..1'偶 ~ UJJ ts~tH^ Ty1J- ~: t9なが
一一ー一一言 る
0検査標章のサイズ・

(電話料制)へご相談く加。 35 :24ン侍して 躍 だ

zffttf言談室函0120-107808ψ -d  J2 
1 -1 .， 四国運輸局愛媛運輸支局 L 

受付時間 午前哨00分~午後6時00分(月~主曜日、祝祭日を除く)叫 lP E089-956-1562 6 -



広報おおず 200312月号

えひめ町並博2004

もうすでに動き始めている平成16年

4月29日，_10月31日

開催186日間

イ戸〉

南予の町の物語。」「十町十色。

交
流
サ
ロ
ン
の
お
知
ら
せ

大
洲
市
の
町
並
博
2
0
0
4
実
行

委
員
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
博

覧
会
の
充
実
に
向
け
て
意
見
交
換
を

行
う
た
め
、
次
の
と
お
り
町
並
博
交

流
サ
ロ

ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
自
分
の
活
動
を
こ
の
イ
ベ
ン
ト

の
中
で
活
か
し
た
い
」
あ
る
い
は
、

「
こ
の
機
会
に
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
組
織
化
し
て
み
た
い
」
と
い
う

皆
さ
ん
。
ど
し
ど
し
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
仲
間
作
り

に
ト
ラ
イ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

突
涜
サ
ロ
ン
開
催
内
容

月
曜
日
H
何
で
も
相
談
の
日

木
曜
日
H
グ
ル
ー
プ
利
用
の
日

(グ
ル
ー
プ
や
団
体
の
会
合
場
所

と
し
て
の
利
用
日
で
す
)

水
曜
日
H
併
用
日

※
グ
ル
ー
プ
利
用
の
希
望
者
は
、
事

前
に
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
祝
日
が
重
な
る
場
合

は
休
み
ま
す
。

求
む
!

町
並
み
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
エ

大
洲
市
町
並
博
2
0
0
4
実
行
委

員
会
で
は
、
こ
の
機
会
に
、
大
洲
の

町
を
様
々
な
角
度
か
ら
紹
介
し
て
く

れ
る
案
内
人
の
プ
ロ
「
町
並
み
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
エ
」
を
募
集
し
ま
す
。
「
我

こ
そ
は
・
:
」
と
思
う
人
は
、
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

企大洲ゆかりの漫画家・松本零士さ んが
デザイ ンしたポスター

町
艶
み
コ
ン
シ
工
凡
ヲ
工
募
集
曹
慣

「
募
集
対
象
」

年
齢
・
職
種
は
問
い
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ェ
登
録
時
に
簡

単
な
面
接
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
児

童
・
学
生
の
場
合
、
保
護
者
の
同
意

や
引
率
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
活
動
内
容
」

①
町
並
み
ガ
イ
ド

こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
先
月
号

広
報
で
お
知
ら
せ
し
た
「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
募
集
要
項
」
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

②
生
活
ガ
イ
ド

大
洲
地
域
の
市
民
生
活
に
密
着
し

た
情
報
を
い
く
つ
か
の
ジ
ャ
ン
ル
に

分
け
て
情
報
発
信
し
て
い
く
た
め
の

取
材
活
動
や
編
集
作
業
な
ど
を
担
当

す
る
ス
タ
ッ
フ
で
す
。

取
材
結
果
は
、

定
期
的
な
ミ
ニ
コ

ミ
誌
や
ホ
l
ム
ペ

ー
ジ
へ
の
掲
載
な
ど
に
よ
り
紹
介
し

て
い
く
予
定
で
す
。

圃
事
務
局
・
問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
町
並
博
2
0
0
4
実
行
委
員

会
事
務
局
(
商
工
観
光
課

・
ま
ち
づ

く
り
対
策
第
2
係
)

宮

@

2
1
1
1
(内
線

3
5
3
)

担
当
・:
武
田
・
土
井

い
よ
い
よ
始
動
町
並
博
!

大
洲
の
町
を
竹

で
デ
ザ
イ
ン

来
年
4
月
羽
田
の
オ
ー
プ
ン
に
向

け
、
着
々
と
準
備
を
進
め
て
い
る

「
え
ひ
め
町
並
博
2

0
0
4
」
。
大
洲

の
コ
ア
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
も
最
初
に

ス
タ
ー
ト
す
る
の
が

「
パ
ン
ブ
1
・

ア
l
ト
」
で
す
。
す
で
に
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
松
本

秋
則
さ
ん
の
個
性
的
な
展
示
な
ど
を

実
施
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
、
竹
と

い
う
素
材
に
こ
だ
わ
っ
た

「
ア
l
ト
」

を
、
肱
南
地
域
の
町
並
み
を
舞
台
に

展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

そ
の
時
々
の
演
出
に
よ

っ
て
見
せ

て
く
れ
る
様
々
な
表
情
や
独
特
の
音

色
は
、
「
竹
」
と
い
う
素
材
の
持
つ
可

能
性
を
無
限
に
広
げ
な
が
ら
、
私
た

ち
の
心
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

町
並
み
に
昭
和
の
風
を

大
洲
で
の
も
う
一
つ
の
目
玉
が
、

肱
南
地
区
の
町
並
み
そ
の
も
の
を
使

つ
て
の
「
昭
和
レ
ト
ロ
」
。
訪
れ
る

人
々
を
、
懐
か
し
く
も
ま
た
「
元
気
」

に
満
ち
独
特
の
「
匂
い
」
を
持
っ
て

い
た
「
あ
の
時
代
」
に
回
帰
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。

沖
本
倉
庫
を
使
つ
て
の
特
別
展
示

や
ポ

コ
ペ
ン
横
丁
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
な
ど
を
中
心
に
、
色
々
な
企
画
を

展
開
し
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
。

10 

r I 
旬フ . 

不 '

ワ 1
b I 
西 .
瀬 1
戸

ノ

ス
タ
ー
ト
l

ん しイ博ス
に町たベ 2西 C
わ並 。ン oi頼 A
か博ト O戸 T
りのチ 4 L_ V 
や情 ヤのの番
す報 ン コ 中 組
三を ネ lに「
」視 ル ナ 、ワ
場聴 L_ J えイ
ず 者が「ひ ド
主の で町めニ
中 皆 き並町ユ
九さ ま博 並 l

-

倒
話
題
を
提
供
し
ま

.
放
送
時
間

一

毎
週
金
曜
日

四

午
後
6
時
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分
1
6時
記
分
の
問

-

.

の
4
1
5分
程
度

-

一
再
放
送

(
放
送
日
の
翌
日
)

一

-

午
前
6
時
的
分
1

7
時

-
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午
前
8
時
的
分
1
9時

一

-

ひ
る
ロ
時
1
ロ
時
日
分

・

-
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0
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1
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ベ
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広報おおず 200312月号

えひめ町並博室。

3首長対談大洲・宇和・内子

四国運輸局の研究レポート「わがまち

を訪ねてJのインタヒ、ユーが10月24目、

大洲市役所でありました。3人の首長

が約 1時間にわたり対談しました。

えひめ町並博2004

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア

l

四
国
運
輸
局
河
野
正
文
企
画
振
興
部
長

「
え
ひ
め
町
並
博

2
0
0
4
」
が

来
年
春
か
ら
秋
に
か
け
、
南
予
一
円

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
主
会
場

と
な
る
大
洲
・
字
和

・
内
子
の

3
首

長
の
皆
さ
ん
に
「
町
並
博
」
の
紹
介
、

「
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
想
い
な
ど
を
お

伺
い
し
ま
す
。

女
性
の
行
動
力
は
す
ご
い

大

川

桝

田

奥

一
市
長

博
覧
会
と
い

う
と
、
「
会
場

に
パ
ピ
リ
オ
ン

が
あ
っ
て
・
:
」

と
い
う
の
が
一

般
的
で
す
が
、

今
回
は
地
域
に

既
に
あ
る
町
並

み
が
会
場
に
な

る
と
い
う
新
し

い
視
点
で
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

ま
で
に
な
い
試
み
だ
け
に
、
地
元
の

皆
さ
ん
に
「
町
並
博
」
の
イ
メ
ー
ジ

を
う
ま
く
伝
え
て
い
く
こ
と
が
こ
れ

か
ら
の
課
題
で
す
。

大
洲
の
魅
力
は
、
山
に
固
ま
れ
、

肱
川
が
流
れ
、
そ
し
て
明
治
・
大
正

時
代
の
町
並
み
が
残
る
中
で
ゆ
っ
た

り
と
し
た
気
分
に
浸
れ
る
こ
と
で
す
。

こ
の
情
緒
の
あ
る
雰
囲
気
は
、
地
元

の
人
以
上
に
、
市
外
か
ら
訪
れ
た
皆

さ
ん
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

来
年
9
月
に
は
、
大
洲
城
天
守
閣
が

い
よ
い
よ
一
般
公
開
さ
れ
ま
す
。
復

元
で
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
「
本
物
で
あ

組かど は地面圃圃圃園田.11圃E百 二 を視つ何かにがしのいる
むりんまホ元圃置望E・・F寸.部盟国... 固ま考点て百と事あたももこ
ことなちンの・・・・・E色、圃薗圃・・・・ちえでも年い業る 。ののと
とし町づト女-圃・・且~司l:_ ~ _.:11・6 づま「通もう費といを~ L_  

がたかくに性司...- -司圃圃・抽.--司‘.........~くし費用のこが思ろ残でで

必方」りす で ま グり館プ発のをた力りた旦す長久今いいそなす
要向をにごすす jレにをや信味各きがに 。 るいたいまろうく、
だ性振 lぞい 。が l取拠、し覚地な 必 は 対か時 12くすなと ベ
とをり「で女、プ り 点 お て を に ど 要 、 z と間どらが考考ヴタ
思持返e!'す性メな組におい全届ので人 別いがぽ必、ええ人
いつり分よのンどんまずる国け郷すの 竺 う経 く、 要単 方まト(
まて、の。行パがでち赤グに、土。 一一一一 ・2 よ
す 取 し 町 動 lあいづ煉ル情大料い圃圃・・「 守司圃邑;. I雲り
。りつは 力はりるく瓦 l 報洲理もーー-E粍 .)~-量辿I I巴良

A 四国運輸局の河野部長
が、インタ ビュー

高
速
道
開
通
と
新
市
誕
生
に
期
待

宇

和

宇

都

宮
象
一
町
長

宇
和
の
町
並
み

に
は
、
昭
和
田
年

の
調
査
の
結
果
、

中
町
界
隈
に
江
戸

時
代
の
家
屋
剖
棟

が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

平
成
日
年
度
中

に
は
高
速
道
路
が

宇
和
ま
で
延
伸
し
、
平
成
同
年
度
に

は
、
「
西
予
市
」
が
誕
生
し
ま
す
。

こ
れ
ら
を
見
越
し
て
、
海
や
山
の

産
品
を
買
う
こ
と
が
で
き
る
物
産
会

館
「
ど
ん
ぶ
り
館
」
を
宇
和
イ
ン
タ
ー

卸
年
経
っ
て
、
よ
う
や
く
成
果

河
内
紘
一
町
長

内

手

内
子
と
い
え
ば
「
町
並
み
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
広
く
定
着
し
、
恒
常

的
に
多
く
の
人
に
訪
れ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
町
並
み
保
存
に
取
り
組

ん
で
初
年
余
り
、
口
コ
ミ
で
内
子
の

よ
さ
を
広
め
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
一

番
の
宣
伝
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す。
現
在
は
、
「
町
並
み
か
ら
村
並
み

へ
」
を
合
言
葉
に
、
棚
田
や
水
車
小

屋
の
残
る
農
村
風
景
を
守
り
な
が
ら

地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

ち
づ
く
り
の
成
果
は
、
す
ぐ
に
は
現

れ
ま
せ
ん
。
継
続
的
な
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。

「
町
並
博
」
で
は
、
有
名
ア

l
テ

チ
ェ
ン
ジ
の
す
ぐ
近
く
に
造
り
ま
し

た
。
オ
ー
プ
ン

4
年
目
で
、
平
成

H

年
度
は
臼
万
人
の
来
客
が
あ
り
ま
し

た
。
「
町
並
博
」
期
間
中
に
も
多
く
の

皆
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
け
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

都
会
か
ら
来
た
専
門
家
に
宇
和
の

魅
力
を
見
直
し
て
も
ら
い
、
「
南
予
の

古
墳
の

8
割
が
宇
和
に
集
中
し
て
い

る
」
こ
と
な
ど
、
地
元
に
い
て
は
分

か
ら
な
い
よ
さ
を
い
ろ
い
ろ
と
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
「
ロ
マ

ン
の
里
づ
く
り
」
構
想
な
ど
を
視
野

に
入
れ
、
将
来
の
ま
ち

e

つ
く
り
に
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
し
い
情
報
を
紹
介
で
き

る
よ
う
に
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
な
ど
の
更

新
に
力
を
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

イ
ス
ト
に

よ
る
内
子

座
公
演
や

町
の
人
の

自
主
企
画

イ
ベ
ン
ト

を
盛
り
上

げ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
ま

ち
づ
く
り
型
観
光
の
時
代
で
す
。
内

子
の
一
番
の
資
源
は
「
人
」
で
す
。

時
代
は
、
「
物
を
見
る
」
観
光
か
ら
、

人
と
人
と
の
「
交
流
」
を
大
切
に
し

た
観
光
に
移
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
地
域
の
歴
史
・
文
化
を
育
み

な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
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広報ああず 200312月号

河川愛護モニター募集

mwn恥
恥
山
島
田
wmwuw勤
護

、
一号
恥

U
U宮駅多

み
ん
な
で
川
を
守
り
ま
し
ょ
う

地
域
の
皆
さ
ん
と
河
川
管
理
者
で
あ
る
固
な
ど
が
連
携
を
よ
り
深
め
る

た
め、

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す。

国
土
交
通
省
で
は
、
河
川
整
備
・

利
用
・
河
川
環
境
に
関
す
る
地
域
の

要
望
を
十
分
に
把
握
し
、
河
川
愛
護

思
想
の
普
及
啓
発
や
河
川
の
適
正
な

維
持
管
理
を
図
る
た
め
、
河
川
愛
護

モ
ニ
タ
ー
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
主
な
仕
事
は
、
河
川

管
理
者
(
国
土
交
通
省
大
洲
河
川
国

道
事
務
所
)
へ
情
報
を
伝
え
る
こ
と

な
ど
で
す
。
ゴ
ミ
投
棄
な
ど
の
不
法

行
為
者
に
対
し
直
接
注
意

・
指
示
し

て
是
正
を
求
め
る
な
ど
の
特
別
な
責

務
や
権
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

活
動
内
容

A
V

日
常
生
活
の
中
で
知
り
得
た
情

報
ア
1
工
を
定
期
(
月
1
回
)
ま

た
は
随
時
に
連
絡

ア

近
隣
の
人
か
ら
河
川
利
用
や

河
川
の
状
況
に
関
し
、
特
段
の

要
望
が
あ
る
場
合

イ

河
川
環
境
が
損
な
わ
れ
た
り
、

河
川
利
用
上
の
障
害
と
な
っ
た

り
す
る
よ
う
な
事
象

ウ

ゴ
ミ
な
ど
の
投
棄
、
河
川
の

流
水
や
施
設
な
ど
の
異
状

工

特
に
連
絡
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と

A
V

モ
ニ
タ
ー
会
議
(
年

-
回
程
度
の
意
見
交
換

会
)
へ
の
参
加

活
動
範
囲

③

肱

川
右
岸
・
祇
園
大

橋

1
生
々
橋

③

肱

川
左
岸
・
祇
園
大

橋

1
畑
の
前
橋

④

肱

川
右
岸
・
生
々
橋

ー
富
士
橋

⑤

肱

川
左
岸
・
畑
の
前
橋
1
富
士

橋
⑥

矢

落

川
右
岸
・
生
々
橋
1
金
比

羅
橋
下
流

⑦

矢

落

川
左
岸
・
生
々
橋
1
金
比

羅
橋
下
流

※
活
動
範
囲
①
・
②
は
長
浜
町
内

応
募
資
格

河
川
愛
護
に
関
心
が
あ
り
、
活
動
範

囲
③
1
⑦
の
肱
川
よ
り
お
お
む
ね

5

M
以
内
に
住
ん
で
い
る
却
歳
以
上
の
人

委
嘱任

期
は
平
成
同
年
4
月

1
日
か
ら

1
年
間
で
、
国
土
交
通
省
大
洲
河
川

国
道
事
務
所
長
が
委
嘱
し
ま
す
。

募
集
人
員

活
動
範
囲
ご
と
に

l
人

手
当

月
額
4
、5
8
0
円

選
考
方
法

応
募
多
数
の
場
合
は
、
地
域
活
動

経
験
を
も
と
に
、
年
齢

・
地
域
構
成

な
ど
を
考
慮
し
て
選
考
し
ま
す
。

選
考
結
果
は
応
募
者
に
通
知

(郵

送
)
し
ま
す
。

応
募
期
日

平
成
同
年
2
月
初
日

応
募
方
法

次
の
事
項
を
記
入
し
て
、
直
接
持

参
す
る
か
官
製
は
が
き
か
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

記
入
事
項
・:
氏
名
/
年
齢
・
性

別
/
住
所

・
電
話
番
号
/
職
業
/
所

属
団
体

(
O
O町
内
会
役
員
、
市
民

グ
ル
ー
プ
「

O
O川
を
き
れ
い
に
す

る
会
」
幹
事
な
ど
)
/
こ
れ
ま
で
に

自
治
会
な
ど
の
地
域
に
密
着
し
た
活

動
へ
の
参
加
経
験
/
希
望
す
る
活
動

範
囲
③
1
⑦
(
第
1
希
望
、
第
2
希

望
)
/
応
募
理
由
、
肱
川
へ
の
要
望

な
ど
/
河
川
モ
ニ
タ
ー
経
験
の
有
無

応
募

・
問
い
合
わ
せ
先

〒

7
9
5
8
5
1
2

大
洲
市
北
只

1
5
0
3
1
1

国
土
交
通
省
大
洲
河
川
国
道
事
務
所

河
川
管
理
課

宮
(
砂

5
1
8
5

固

@
5
3
3
1

12 

危険な動摘を時うには
知事の吾布が必曇で、す

危
険
な
動
物
を
飼
育
す
る
に
は

知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。

危
険
な
動
物
を
遺
棄
し
た
場
合

は
、
却
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

危
険
な
動
物

(飼
育
許
可
が
必
要
な
動
物
)

.
カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ

A
V
ワ
ニ
ガ
メ

.
ニ
シ
キ
ヘ
ビ

.
ワ
ニ

。
毒
へ
ビ
(
ニ
ホ
ン
ヤ
マ
カ
ガ
シ
、

ニ
ホ
ン
マ
ム
シ
を
除
く
)

な
ど

危
険
な
動
物
の
種
類
の
確
認
や

飼
育
を
し
た
い
人
は
、
次
の
と
こ

ろ
ま
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
保
健
所
宮

@

3
1
6
5

愛
媛
県
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
ア
ド
レ
ス

Z
号
ミ
ミ
ミ
ミ
・
言
。
『
・0
2
2
0
・」℃



広報おおず 200312月号

市立幼稚園児を

募集します

12月16日--25日募集期間
• 

募

集

内

容

V
入
国
の
資
格

①
大
洲
市
に
住
ん
で
い
る
人

②
満
4
歳
児

(
平
成
日
年
4
月
2
日

ー
平
成
ロ
年
4
月
1
日
生
ま
れ
)

及
び
満
5
歳
児

(平
成
凶
年
4
月

2
日
1
平
成
日
年
4
月
1
日
生
ま

れ
)

V
募
集
人
員

幼
稚
園
児
募
集
状
況
(
下
表
)
の

と
お
り
で
す
。

V
提
出
が
必
要
な
書
類

入
国
願
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

書
類
は
、
各
幼
稚
園
に
あ
り
ま
す
o

v
入
国
申
し
込
み

入
園
願
書
を
ロ
月
日
日
(
火
)
か

ら
ロ
月
お
日
(
木
)
ま
で
に
入
園
を

希
望
す
る
幼
稚
園
に
提
出
し
て
く
だ

台、い
。

お知らせ

幼稚園
募集人員 問い合わせ先

4歳児 5歳児※ 電話 場所

大洲幼稚園 35 70 24-3565 大洲715

喜多幼稚園 70 70 24-2266 東大洲85-1

久米幼稚園 35 35 23-2796 阿蔵甲579-1

平野幼稚園 35 35 23-2889 平野町平地28

、..... .
 

…
市
立
大
洲
病
院

一

誌

、
h

…

一

、一u
h-zー
ト
・
・
園
田
噛
・
圃

適
温
・
F
J

.

U

岡
田
写
日
産
両
日
ι

ヨ
千
三
"
白

;
'
q
tヲ
生

ン
'
i
E
τd‘J
F

4
園
田
園
親
臨
即

日

'

J

I

l

l

-
4
-t

i
l
l
-
-

一

-

d

'

『

4

‘

、
川

」
開
凶
幽
園

署
掴
園

・

一忠

岡高
脳間
司
酎

H
R

~

・咽eE
潤
-
F

I

.

h

司

、

.

司

恒

久:
薗

E

.

…
採
用
予
定
職
種
及
び
人
員

④

助
産
師
は
、
昭
和
記
年
4

つ
町
周
醐

日
・
助
産
師

2
人

程

度

月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

「

ι
岡
町
、圏

.

A

マ
看
護
師

4
人

程

度

で

、

免

許

を

有

す

る

人

又

は

F
h
-
目
L
閣
圏

.

一
応
募
資
格

平
成
時
年
前
期
に
免
許
取
得
見
込

そ
の
他

日

…
①

日

本

国

籍

を

有

す

る

人

み

の

人

受

験

資

格

、

試

験

日

な

ど

詳

し

…

日
②

地
方
公
務
員
法
第
同
条
(
成

⑤

看
護
師
は
、
昭
和
的
年
4
月
2

く
は
、
地
区
回
覧
の
「
大
洲
市
職

日

…

年
被
後
見
人
な
ど
)
に
該
当
し
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
免
許
員
(
助
産
師
・
看
護
師
)
採
用
試

日

な

い

人

を

有

す

る

人

ま

た

は

平

成

国

年

前

験

案

内

」

を

ご

覧

い

た

だ

く

か

、

・

日
③

採
用
後
は
、
大
洲
市
内
ま
た
期
に
免
許
取
得
見
込
み
の
人
市
立
大
洲
病
院
事
務
課
ま
で
お
問

“

い

は
市
立
大
洲
病
院
に
通
勤
で
き

受
付
期
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

…

る

地

域

に

居

住

可

能

な

人

ロ

月

5
日
(
金
)
l
u
月

初

日

(

金

)

宮

@
2
1
5
1

n

，
 

••••••••••••••••••••••••• 

5歳児の募集人員は、現在の在園者を含んだ人数です。※ 

の
一
山

骨
彊
由
自
作
守
戸

酎

お

臓就向付
述

大洲商工会議所では、企業と求職者の皆さんが一同

に会して自由に面接を行う、「大洲 ・喜多地域合同就

職面接会」を開催します。

企業の採用担当者から事業所の求人内容について話

を聞くことができます。

みなさんお気軽にご参加ください。

12月11日 (木)

午後 2時~午後4時

大洲市総合福祉センタ -4階

一般、臨時、パート

※年齢、性別は問いません。

用意するもの

履歴書、筆記用具を持参してください。

※複数の企業との面接を希望する人は、履歴書の

コピーを必要数だけご用意ください。

問い合わせ先

大洲商工会議所宮24-4111

(担当 :漬田・森岡)

時

場所

対象求人

日

13 
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お知らせ

M
マ

蜘

喝

b

J
に

河
叩
も
ペ

企どんなお話かな?

毎
年
届
け
て
い
ま
す

い

社
会
奉
仕
に
取
り
組
ん
で
い
る
女
性
団
体
・

日

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
洲
(
村
上
圭
子
会
長
・

-

会
員
数
却
人
)
が
日
月
幻
日
か
ら
訂
日
ま
で
に

日

喜
多
・
菅
田
・
新
谷

・
南
久
米
・
大
成
・
肱
北
・

日

五
郎
の

7
保
育
所
と
大
洲
乳
児
保
育
所
を
訪
ね
、

日

子
ど
も
た
ち
に
図
書
を
贈
り
ま
し
た
。

n

n日
に
は
、
会
員
3
人
が
菅
田
保
育
所
を
訪

日

れ、

-
歳
か
ら

5
歳
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
花
人

日

を
前
に
村
上
会
長
が
「
皆
さ
ん
に
本
を
贈
り
ま

い

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
絵
本
日
冊
を
次
々
と
手

日

渡
し
ま
し
た
。

日

子
ど
も
た
ち
は
、
絵
本
の
お
礼
に
「
ど
ん
ぐ

日

り
こ
ろ
こ
ろ
」
や
「
森
の
ク
マ
さ
ん
」
な
ど
の

“

童
謡
を
手
話
を
交
え
て
披
露
し
た
後
、

「
い
つ
も

“

本
を
届
け
て
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
。
み
ん

い-

な
で
仲
よ
く
見
た
り
読
ん
だ
り
し
ま
す
」
と
元

日

気
よ
く
声
を
そ
ろ
え
て
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し

日-

土
4
1
レ
h
~
0

・

市
内
す
べ
て
の
保
育
所
に
贈
呈

日

こ
の
図
書
贈
呈
活
動
は
今
年
で

7
回
目
に
な

い

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
約
1
千
冊
の
絵
本
が

…

)

ら

子
ど
も
た
ち
に
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
、

丹

色

村

μ

贈
呈
を
受
け
た
保
育
所
で
は
、
絵
本
を
読
み

日

什

U
V
D
品川

聞
か
せ
た
り
子
ど
も
た
ち
が
好
き
な
本
を
自
由

H
3;
』
が

に
読
め
る
よ
、
足
し
た
り
し
て
い
る
だ
け
で
な

υ

一
包
レ
幼

く
、
希
望
す
る
家
庭
に
貸
し
出
し
て
、
子
ど
も

日

t
J関
与
‘

た
ち
の
成
長
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

H

aμ

H

A
-
-

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
卜
大
洲
が
保
育
所
ヘ
図
書
贈
呈

...みんなで楽 しく読んでね

ふ人式のご黍均

14 

大洲市では、成人を迎える皆さんの輝かしい未来を

祝福するため、記念式典を開催します。

舟
他
門

窯
内
状
を
お
届
け
し
ま
す

市
内
に
住
所
を
有
す
る
新
成
人
の

皆
さ
ん
ヘ
ロ
月
初
旬
に
案
内
状
を
送

付
し
ま
す
。

市
外
に
い
て
宅
六
文
宍
で
す

家
族
が
市
内
に
住
ん
で
お
り
、
進

学
・
就
職
に
よ
り
市
外
に
転
出
し
て

い
る
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
申
し
込
み
ガ
也
曹
で
す

参
加
希
望
者
は
、
社
会
教
育
体
育

課
ま
た
は
最
寄
り
の
公
民
館
ま
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

参
加
対
象
者

昭
和
田
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
田

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で

大
洲
市
に
住
民
票
が
あ
る
人
ま
た
は

転
出
者
で
市
内
に
家
族
が
住
ん
で
お

り
参
加
を
希
望
す
る
人

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
体
育
課

企
⑫
2
1
1
1
(内
線
5
5
2
)



藤
樹
先
生
の
教
え
を
受
け
継
ご
う

城
山
公
園
で
藤
樹
ま
つ
り

第
口
回
藤
樹
ま
つ
り
記
念
式
典

(
藤
樹
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主
催
)
が

叩
月
出
目
、
城
山
公
園
で
聞
か
れ
ま

し
た
。江

戸
初
期
の
儒
教
者
で
「
日
本
陽

明
学
の
祖
」
と
い
わ
れ
て
い
る
中
江

藤
樹
の
教
え
を
明
る
い
郷
土
づ
く
り

に
生
か
そ
う
と
、
約

1
5
0
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

じ
ゅ
ん
き

稲
積
街
喜
…
実
行
委
員
長
の
式
辞
な

ど
に
続
き
、
大
洲
吟
詠
会
女
性
部
の

皆
さ
ん
が
、
新
調
し
た
藤
色
の
衣
装

を
着
て
祝
吟
「
諸
生
と
月
を
見
る
」

(
藤
樹
先
生
作
)
を
披
露
し
た
後
、
参

加
者
全
員
で
「
藤
樹
を
称
え
る
歌
」

を
合
唱
し
て
そ
の
遺
徳
を
偲
び
ま
し

た
。中

江
藤
樹
は
、
元
和

3
年

(
1
6

1
7
)
7
月
加
藤
家
が
伯
香
(
鳥
取

県
)
の
米
子
か
ら
大
洲
藩
に
転
封
と

な
っ
た
際
に
、
家
臣
で
あ
っ
た
祖
父

に
従
い
、
大
洲
に
移
り
住
み
ま
し
た
。

.. .. 
芭

有

喧

軍

司

R
4
R
-
R
-
即

時

大
洲
市
交
通
安
全

母
の
会
は
、
保
育

所
・
幼
稚
園
・
小
学

校
・
中
学
校
の
す
べ

て
の
保
護
者
で
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
交
通
安
全
は
家

庭
か
ら
」
を
合
言
葉

に
、
交
通
事
故
の
な

い
、
明
る
い
平
和
な

地
域
社
会
を
つ
く
る

た
め
、
交
通
安
全
運

動
期
間
中
(
春
・

秋

・
年
末
)
の
街
頭
指
導
、
交
通
安

全
教
室
な
ど
を
通
じ
て
、

市
民
の
皆

さ
ん
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

春
に
小
学
校
で
実
施
さ
れ
る
交
通

安
全
教
室
に
参
加
し
た
際
、
ど
の
子

も
素
直
に
真
剣
な
眼
差
し
で
交
通
ル

ー
ル
を
学
ん
で
い
る
姿
を
見
る
こ
と

叩
歳
か
ら
幻
歳
ま
で
を
大
洲
藩
士
と

し
て
過
ご
し
た
後
に
脱
藩
し
、
郷
里

の
近
江
田
小
川
村

(
滋
賀
県
安
曇
川

町
)
に
帰
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も

多
く
の
大
洲
藩
土
が
小
川
村
を
訪
ね

藤
樹
に
学
、
び
ま
し
た
。

合シυーズ. .. .. .. .. .. .. 
4匝.. .. .. .. .. .. 
4匝
4匝.. .. .. .. .. .. .. 
.. 人千大大 しずにたし 願 お の さ 家 切つも聞が E申
告 )里洲洲 ょにつ気い師つ母大、庭なてににで E申
告 会市市 う、 な の 毎 走 て さ き な で 子はなかき .. 

長交女 。無が緩日にいんさかのどいりルま ~
恨 ・通告 事るみで入まににで交もな、 1し 時
.. 会安毘 故とがすりす認つも通のいそル t:;， .. 
.. 全 1主 でい 悲 が 、 。識い母安ムでのを o ~ 

数母語 新 2惨 、何 して親全 Ztま守宅 珠
.. 3の 協 年」なちか て の教守 王 ま ら も .. 

、会議 をと交ょと ほす哩育 4L大な、 時
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与......与与与与与与辱与与単...与与......与半半......与与

広報おおず 200312月号

連載コーナー

マ今』通輝~
子どもの交通安全を醸って

思 J h ー 必zu
...街頭指導で交通安全を呼びかける上甲会長

大洲市女性団体連絡協議会
を構成する 20団体を随時
掲載し、皆さんに紹介して
いきます。

企藤樹の銅像前での記念式典

藤
樹
先
生
位
掌
載

。功

「宗
教
心
」
に
つ
い
て

③ 

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
通
り
、
藤

樹
の
宗
教
思
想
は
、
極
め
て
現
実
的

で
道
徳
的
で
す
。
藤
樹
の
信
仰
は
、

「
人
生
掛
仲
に
生
く
べ
き
か
」
の
問
題

を
追
及
し
、
悩
ん
だ
結
果
生
ま
れ
た

も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
藤
樹
は
仏
教
に
つ
い

て
ど
、
つ
思
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

先
に
ち
ょ
っ
と
触
れ
ま
し
た
が
、

彼
は
、
禅
宗
の
僧
に
学
問
を
習
っ
て

し

や

か

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
釈
迦
を
非

難
し
て
い
ま
す
。
ま
た

、
そ
の
著

お
き
な
も
ん
ど
う

「
翁
問
答
」
で
は
、
仏
教
徒
の
こ
と
を

き
ょ
、
ワ
じ
ゃ

「
狂
者
」
(
む
や
み
に
理
想
に
走
っ
て

実
行
が
伴
わ
な
い
者
)
と
批
判
し
て

A
M
ん
ぜ
ん
ち
ょ
ヲ
あ
く

い
ま
す
。
加
盟
…
欲
を
説
き
、
勧
善
懲
悪

を
説
く
の
は
良
い
が
現
実
を
無
視
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
心
ば
か
り
重
視

し
て
事
(
五
事
)
が
軽
ろ
ん
じ
ら
れ

て
い
る
と
い
う
の
で
す
。

し
か
し
、
藤
樹
は
晩
年
に
な
る
と

仏
教
批
判
を
し
な
く
な
り
ま
し
た
。

三
十
六
歳
頃
、
女
性
向
け
に
書
い
た

カ
が
み
ぐ
さ

と
い
わ
れ
て
い
る
「
鑑
草
」
で
は
、

こ
、
ワ
て
い

む
し
ろ
肯
定
的
で
す
。
こ
の
書
で
藤

め
い
と
く
ぶ
つ
し
よ
う

樹
は
、
初
め
て
「
明
徳
仏
性
」
と
い

う
言
葉
を
使
っ
て
い
ま
す
。
言
う
ま

で
も
な
く
「
明
徳
」
と
は
、
儒
学
の

用
語
で
あ
り
、
「
仏
性
」
と
は
仏
教
の

おおずの女性 食合合合合合合合合合合合

VDL.76 : 
.. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. 

用
語
で
す
。
「
明
徳
仏
性
」
と
は
、

「
神
や
仏
の
心
」
と
い
う
こ
と
で
、

「
孝
・
良
知
」
な
ど
と
同
じ
意
味
で

す
。
儒
教
の
用
語
に
な
じ
み
の
薄
い

女
性
の
た
め
に
、
神
の
心
を
分
か
り

ゃ
す
く
説
こ
う
と
し
た
よ
う
で
す
。

き
せ
し

晩
年
の
藤
樹
は
、
既
成
の
宗
教
の

わ
く枠

に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
神
の
心
を

説
き
、
そ
の
実
行
へ
の
道
を
教
え
ま

し
た
。
そ
れ
が
、
「
、
U
者
一地
最
寸
断」

ふり

h
リ
よ
三
つ
φ
り

で
あ
り
、
「
致
良
知
」
の
思
想
で
す
。

藤
樹
と
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
も

触
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

た
い
い
っ
し
ん

藤
樹
の
信
仰
す
る
太
乙
神
は
、
宇

宙
の
主
宰
者
で
あ
り
天
地
万
物
の
創

造
者
で
す
。
こ
の
考
え
は
、
キ
リ
ス

ト
教
に
似
て
い
る
と
い
う
人
が
い
ま

し
た
。
ま
た
、
教
え
の
中
で
「
愛
」

の
字
を
多
用
し
、
心
の
本
体
は
愛
敬

の
働
き
に
あ
る
と
説
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
キ
リ
ス
ト
の
教
え
に
似
て
い
る

よ
う
で
す
。
「
中
江
藤
樹
は
キ
リ
シ
タ

ン
だ
っ
た
」
と
い
う
本
も
出
て
い
ま

す
。
藤
樹
を
主
人
公
と
し
た
小
説
で

は
、
妻
や
恋
人
を
キ
リ
シ
タ
ン
と
し

て
描
い
て
い
る
の
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
藤
樹
の
残
し
た
文
章
の

中
か
ら
直
接
キ
リ
ス
ト
教
に
関
係
す

る
も
の
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

15 
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大洲城天守閣復元

平成15年11月1日まで

に皆様か5お寄せいただ

いた復元のための募金額

は、 420，797，914円

です。

かわら版

大洲市は、市の新しいシンボルとして、市制施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大洲
城に関する写真や資料などをお持ちの人はご連絡ください。また、このコ
ーナーに対してのご意見も募集しています。

商工観光課まちづくり対策第1係 内線352
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、
大
洲
城
あ
れ
こ
れ
刊

ー
戦
国
武
将
編

i

主

藤
堂
高
虎
こ
五
五
六
よ
六
三
O
)恒

まま24-2111

f 

「
大
洲
城
あ
れ
こ
れ
」
で
は
、
大
洲
城
に
入
城
し
た
戦
国
武
将
を
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
戸
田
勝
隆
が
朝
鮮
の
役
で

死
亡
し
た
後
、
大
津
城
(
大
洲
城
)
に
入
城
し
た
藤
堂
高
虎
を
紹
介
し

ま
す
。

三
十
二
万
石
の
大
大
名

ぉ
‘
ヲ
み

高
虎
は
、
近
江
国
(
滋
賀
県
)
で
生

あ
さ
い
な
が
ま
さ

ま
れ
、
父
の
虎
高
と
同
じ
く
浅
井
長
政

げ

ん

き

の
家
来
で
し
た
。
元
亀
元
年

(
一
五
七

O
)
、
姉
川
の
戦
い
の
後
は
、
船
酔
傍
観

(
信
長
の
弟
の
儲
併
の
子
)
、
続
い
て

と
よ
と
み
ひ
で
な
が

豊
臣
秀
長

(秀
吉
の
弟
)
に
仕
え
、
秀

吉
の
四
国
・
九
州
平
定
な
ど
に
参
戦
し

ま
す
が
、
や
が
て
、
秀
長
が
亡
く
な
る

ひ
で
や
す

と
、
そ
の
子
秀
保
(
秀
長
の
養
子
)
の

後
見
人
と
し
て
仕
え
ま
し
た
。

ぶ
ん
ろ
く

文
禄
元
年
(
一
五
九
三
)
、
秀
吉
は
朝

鮮
に
出
陣
し
ま
す
。
高
虎
は
、
秀
保
に

代
わ
り
水
筆
の
将
と
し
て
活
躍
し
ま
し

た
が
、
文
禄
四
年
(
一
五
九
五
)
、
秀
保

や

ま

と

と

つ

が

わ

が
大
和
十
津
川
で
溺
死
す
る
と
、
責
任

て
い
は
つ

〕

を
感
じ
た
高
虎
は
高
野
山
に
入
り
剃
髪

晴
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
惜
し
ん
だ

飾

秀
吉
に
呼
び
戻
さ
れ
、
伊
予
宇
和
島
七

沼市

万
石
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

三

秀
吉
の
死
後
は
、
家
康
か
ら
も
気
に

寺

入
ら
れ
ま
す
。
関
ケ
原
の
戦
い
で
は
東

妊

軍
(
徳
川
方
)
に
加
わ
り
手
柄
を
立
て
、

四

伊
予
半
国
三
十
万
石
(
今
治
、
宇
和
島
)

け
い
ち
ょ
う

画

を
治
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
慶
長
十
三

糊

年

二

六

O
八
)
に
は
二
十
二
万
石
で

融

酔
城
(
三
重
県
津
市
)
に
入
門
い
大
坂

直

の
陣
で
活
躍
し
た
高
虎
は
、
元
和
三
年

創

(
一
六
一

七
)
に
は
三
十
二
万
石
の
大
大

名
と
な
り
ま
し
た
。

築
城
の
名
手

高
虎
は
、
築
城
の
名
手
と
し
て
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
吉
岡
虎
は
、
城
を
造

る
な
か
で
も
、
特
に
石
垣
を
築
い
た
り

な
わ
ば
り

堀
を
造
っ
た
り
す
る
縄
張
づ
く
り
の
能

力
が
優
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
江
戸
幕

府
か
ら
も
そ
の
能
力
が
認
め
ら
れ
、
江

ふ

し

み

さ

さ

や

ま

戸
城
や
伏
見
城
、
篠
山
城
(
兵
庫
県
)
な

て

ん

か

ぶ

し

ん

ど
の

「天
下
普
請
」
と
呼
ば
れ
る
幕
府

の
直
轄
工
事
の
ほ
と
ん
ど
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
自
ら
居
城
し
た
宇

和
島
城
(
※
現
存
の
天
守
は
後
の
伊
達

家
が
改
築
し
た
も
の
で
今
治
城
、
津
城

な
ど
も
高
虎
が
築
城
し
た
も
の
で
す
。

--------.:.，::-。
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大
津
(
大
洲
)
と
の
関
わ
り

文
禄
四
年
(
一
五
九
五
)
高
虎
は
、

七
万
石
で
宇
和
島
に
入
る
と
、
す
ぐ
に

板
島
城
(
宇
和
島
城
)
の
築
城
に
取
り

掛
か
り
ま
し
た
。
そ
の
当
時
、
大
津
は
、

く
ら
い
り
ち
だ
い
か
ん

蔵
入
地
代
官
(
秀
吉
の
直
轄
地
を
治
め

る
代
官
)
と
し
て
高
虎
が
治
め
て
い
た

の
で
、
板
島
城
の
築
城
の
問
、
高
虎
は

大
津
城
に
居
城
し
ま
し
た
。

慶
長
二
年
(
一
五
九
七
)
、
二
度
目
の
朝

鮮
へ
の
出
陣
で
は
、
高
虎
軍
は
大
津
か

ら
出
兵
し
、
千
人
余
り
の
捕
虜
を
連
れ

て
大
津
に
戻
り
ま
す
。
そ
の
な
か
に
は
、

か
ん
は
ん

儒
学
者
萎
坑
も
い
ま
し
た
。
翌
年
、
高
虎

は
戦
功
を
認
め
ら
れ

一
万
石
加
増
さ
れ

る
と
、
戦
利
品
の
朝
鮮
鐘
を
出
石
寺
(
長

浜
町
)
に
奉
納
し
ま
す
。
こ
の
銅
鐘
は
、
現

在
も
出
石
寺
に
残
さ
れ
て
お
り
、
国
の
重

F
2
4
噌ル
，m
l

l
J
1
1
h
T
 

A

小、
五
一三
。
必
ぜr

e
o
F例
4
V

4h
q
L

話
会
争』
NF
h

t
sわ
J
位
以
V

1
7
、e-FH・7
・一-F
官
製

4
品
、
て
f

A

、々

手

f
普
-J

3

4
f
H
F
p
t
ν

フ、
ι坦ソ

唱
ゆ
街
川
島

一

...塩屋町創成褒状〔市立博物館蔵〕

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

関
ケ
原
の
戦
い
の
後
、
高
虎
が
今
治

に
移
る
と
、
慶
長
七
年
(
一
六
O
二
)
、

高
虎
の
養
子
、
世
間
記
が
大
津
に
入
城
し

ま
し
た
。
(
高
士
口
は
、
信
長
の
有
力
な
家

に

わ

な

が

ひ

で

臣
で
あ
っ
た
丹
羽
長
秀
の
=
一
男
で
、
最

初
は
、
高
虎
が
仕
え
た
豊
臣
秀
長
の
養

子
で
し
た
が
、
後
に
秀
吉
の
命
で
高
虎

の
養
子
に
な
り
ま
し
た
。)

塩
屋
町
を
創
る

慶
長
十
年

二

六
O
五
)
、
高
虎
は
、

た
な
か
り
ん
さ
い

部
下
の
田
中
林
斎
に
命
じ
て
大
津
の
町

割
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
指
定
文
化

財
の
「
也
監
町
飢
臨
翫
料
」
は
、
塩
屋

町
創
設
の
命
令
に
町
民
が
素
早
く
対
応

し
た
こ
と
な
ど
に
対
し
て
田
中
林
斎
が

送
っ
た
褒
状
で
す
。
藤
堂
家
の
城
下
づ

く
り
の
構
想
を
伺
い
知
る
こ
と
の
で
き

る
貴
重
な
資
料
で
す
。

塩
屋
町
の
場
所
は
現
在
の
志
保
町
の

あ
た
り
で
、
「
シ
オ
マ
チ
」
が
な
ま
っ
て

「
シ
ホ
マ
チ
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

〔
参
考
文
献

一
『
大
洲
市
誌
』
、
『大
洲
市

文
化
財
調
書
集
』
、
『
大
洲
城
跡
保
存
整

備
計
画
書
』
〕

企現在の志保町 (大洲市大洲)の様子
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もみすりの様子を観察

大洲小学校と平小学校では今年、バケツの中で栽培した穏を収穫していました。この巴は、愛媛農政事務所職員の指導を受けながら小さな穴を開
けた菓子箱や、割り箸を使って脱穀し、もみすり機にかけて、米の出来る様子を学びました。(写真は大洲小での生活科の綬業の様子)

大洲，江戸間の参勤安代の様子を再現する「おなり行列」があ

りました。小 中学生から大人まで約260人の大名行列が、八幡
宮と総社宮とを約3時聞かけ往復しました。約200メートル続<
時代姿の行列が、沿道の見物客を楽しませました6

1 1 /3 楽しかった大洲まつり

大洲まつりのイぺン 卜「おおず浪漫祭Jや「おまつり村」がありま
した。おもちゃや駁菓子などの出庖が並び、大道芸や郷土芸能が披露
されるなど、あいにくの雨にもかかわらず、会場となったおはなはん

通り周辺や肱川緑地公園は大勢の人で賑わいました。

元気に育ってね

自然とのふれあいの場づくりのため、肱南地区の有志が発起人にな
り内堀菖蒲園(三の丸)でメダ力の飼育に取り組むことになりました。

招かれた大洲幼稚園児46人が次々とクロメダ力とヒメダカ約600匹

を池に放した後、 元気に育つよう童謡「めだかの学校Jを歌いました。

10/27よりよい街にするために

県内12市の助役が集まり、市政運営に関する調査研究などを行う愛
媛県都市助役会秋期会議が大洲市役所で関かれました。個人情報の取
り扱いや、国民健康保険料(税)の収納事務などについて、現状が報

告され、対策などが話し合われました。
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あなたの健康を
サポートします

m
M
月
の
告
種
検
診
・
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
・
:
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
階

【乳
幼
児
健
康
診
査
】

o
u月
2
日

ω
平
成
日
年
7
月
生

(
こ
の
日
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要
)

o
u月
9
日

例

平

成

ロ
年
日
月
生

O
ロ
月
目
日

ω
平
成

M
年
5
月
生

受
付
時
間

日
時
1
日
時
加
分

持
参
口
問

母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

【叩
カ
月
児
育
児
相
談
}

o
u月
8
日

開

平

成

日
年
2
月
生

受
付
時
間

9
時
1
9
時
却
分

持
参
晶

母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト
・

パ
ス
タ
オ
ル

{栄
養
相
談
】
予
約
制

o
u月
日
日
同

相
談
時
間

叩
時
1
正
午
、
日
時
1
日
時

持
参
品

健
康
手
帳

と
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

心
の
健
康
に
つ
い
て
の
講
演
会
で
す
。

皆
さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
知
っ
て
欲
し
い
心
の
健
康
」

公
立
周
桑
病
院
精
神
科
殿
山
勇
二
先
生

ロ
月
ロ
日
幽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
中
高
年
の
う
つ
に
つ
い
て
」

松
多
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
松
多
克
紀
先
生

1
月
幻
日
同
大
洲
市
役
所

開
催
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時
却

分
か
ら
午
後
3
時
加
分
ま
で

大
洲
保
健
所

予
約
制

{
エ
イ
ズ
検
査

・
相
談
}

O
毎
週
火
曜
日
日
時
1
正
午

【難
病
医
療
相
談
】

O
第
3
火
曜
日

日
時
1
日
時

{精
神
保
健
福
祉
相
談
】

O
第
3
金
曜
日

日
時
1
日
時

{H
T
L
V
1
抗
体
陽
性
者
相
談
}

O
月
1
金
曜
日

9
時

i
m時
却
分

{女
性
の
健
康
相
談
]

O
第
3
木
曜
日

目
時
1
口
時

{思
春
期
健
康
相
談
}

O
第

4
木
曜
日

目
時
1
M
時

{
ビ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
】

O
第
3
水
曜
日

-=T~ra?;f，ゴ=[í)~正当事

12月7日(日)かわぱた産婦人科(東大測)
包 23-1103

12月14日(日)中村皮7科クリニッ?(新谷)
合 25-1112

米川医院(長浜)
fi 52一0165

12月21日(日)みやうち医院(徳森)
fi 25-2333 

12月23日ω菊原医院(八多喜)
fi 26-0103 

12月28日(日)本条脳神経外科・外科(東大測)
会 24-2841

1月1日休)山本医院(菅回)
fi 25-61 00 

1月2日後)井関クリニック(新谷)

まま 25-6212

1月3日出菊原外科医院(若宮)
fi 24-4646 

1月4日(日)末光眼科(若宮)
fi 24-1500 

-E位置晴臣官~.f.]・しヨー

受
付
時
間

ロ
時
却
分
1
日
時
却
分

対
象

就
学
前
児
童

(
1
1
6
歳
)

内
容

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、
フ

ツ
化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

愛
媛
エ
イ
ズ
予
防
週
間

花
月
1
日
1
7
日

予
防
期
間
中
、
次
の
と
お
り
夜
間
電

話
相
談

・
血
液
検
査
(
無
料

・
匿
名
)

を
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

血
液
検
査
は
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要

で
す
。

実
施
期
間

ロ
月
1
日
間
・

2
日
例
・

3
日
制

時
間

午
後
5
時
1
午
後
8
時

場
所

大
洲
保
健
所
(
田
口
)

m
u
@
3
1
6
5
 

献
血
の
お
知

5
せ

ロ
月

3
日
同

デ
イ
ツ
ク
大
洲
庖

日
時
1
1
時
却
分

J
A
愛
媛
た
い
き
本
所
日
時
1
日
時

シ
ョ
ッ
パ

l
ズ
大
洲
庖

日
時
却
分
1
時
時
却
分

ロ
月
刊
日
同

サ
ン
デ
ユ
オ
大
洲
庖

旧
時
1
1
時
品
分

老
人
保
健
施
設
フ
レ
ン
ド

日
時

l
u時
却
分

日
時
1

M
時
却
分

大
洲
記
念
病
院

曜日によって救急当番病

院は変わります。昼間・ 夜

間の急患など、ご相談は、

その日の当番病院まで。

市立大洲病院(西大洲)
合 24-2151

加戸病院 (若宮)
fi 24-51 01 

大洲記念病院(徳 森)
怨 25-2022

大洲中央病院(東大洲)
合 24-4551

日

日

金~日曜日

月・火曜日

曜

曜

水

木

A
U司
M

4
E
E
E
-

-nn凶
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an帥可〆a
H帥
町

内
リ

ιv
岬

P

dMF 
4
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訓凶
F

ロ
月
新
着
図
書

古
い
ア
ナ
ロ
グ
デ
l
タ
を

D
V
D
・
C
D

で
保
存
・
再
生
す
る
本
成
美
堂
出
版

カ
ま
ず
、
あ
せ
ら
ず
、
あ
き
ら
め
ず

あ
き
に
わ
ど
う
は
く

秋
庭
道
博
著

英
国
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
紀
行

山
内
史
子
文

年

金

大

崩

壊

岩

瀬

達

哉

著

資
格
・
ノ
ウ
ハ
ウ
教
え
ま
す

ハ
ギ
ワ
ラ
ア
キ
コ
著

日
本
に
お
け
る
解
雇
ル

1
ル
の
あ
り
方

労
働
調
査
会

小
泉
⑫
暴
言
録

鉄
拳
&
F
R
I
D
A
Y
編
集
部
編

ス
ト
l
カ
l
の
心
理

P
・
E
-
ミ
ュ

l
レ
ン
他
著

商

務

明

倫

館

木

下
博
民
著

で
き
る
先
生
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
法

近
藤
郁
夫
・
志
賀
康
夫
編
著

ひ

な

こ

お
江
戸
で
ご
ざ
る
杉
浦
日
向
子
監
修

だ
か
ら
言
っ
た
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
!

ボ
ケ

え
い
た

な
い
た
め
の
十
カ
条
松
原
英
多
著

誰
も
書
か
な
か
っ
た
日
本
医
師
会

は
じ
め

水

野

肇

著

精
神
障
害
者
の
事
件
と
犯
罪

滝
沢
武
久
著

若
林
利
光
著

講
談
社

本
当
は
怖
い
頭
痛
の
話

日
本
の
天
然
記
念
物

手
作
り
キ
ム
チ
と
キ
ム
チ
料
理

キ
ム
ア
ヤ
ン
著

モ
ノ
を
売
る
に
は
コ
ツ
が
あ
る

は
じ
め

唐

津

一

著

や
Z
ぬ
ま

柳
沼
力
夫
著

井
上
雅
義
著

小
柳
土
口
次
著

成
美
堂
出
版

炭
の
か
が
く

ニ
ッ
ポ
ン
の
手
仕
事

美
し
い
植
物
画

マ
ラ
ソ
ン
完
走
B
O
O
K

18 

ク
ラ
シ
ッ
ク
極
上
ノ
l
ト
渡
辺
和
彦
著

ス
ポ
ー
ツ
で
楽
し
む
ア
メ
リ
カ
英
語

斎
藤
文
彦
著

時
効

北
野

武

著

た
か
は
し
ゅ
ぎ
よ
ワ

あ
な
た
も
俳
句
名
人
鷹
羽
狩
行
他
著

し

ら

ぬ

い

マ

ッ

チ

メ

イ

ク

不

知

火

京

介

著

だ
い
ど
う
た
ま
き

ひ
さ
し
ぶ
り
に
さ
よ
な
ら
大
道
珠
貴
著

ふ
く
み
み

福

耳

冨

川
元
文
著

き
み
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
世
界
は
動
く

片
山
恭
一
著

あ
子
会
@

東

秀

紀

著

津
田
ふ
じ
子
著

か
ず
み
主
加
わ
む

香

住

究

著

お
と
か
わ
ゅ
う
ざ
ぶ
ろ
う

乙
川
優
三
郎
著

あ

ね

こ

う

じ

ゅ

う

姉
小
路
祐
著

佐
藤
賢
一
著

風
森
さ
わ
著

篠
田
節
子
著

い支』よ、一ワ

異
形
の
城

あ
ら
し

T
萎
e
っ
け
い

嵐
山
殺
景

連
鎖
破
綻

武
家
用
心
集

無
罪
の
方
程
式

黒
い
悪
魔

会
E
Hリ

rc』
」

切
岸
ま
で

天
窓
の
あ
る
家

太
っ
た
ん
で
な
い
の
ツ
け

檀
ふ
み
・
阿
川
佐
和
子
著

ゆ

ヲ

み

り

柳

美

里

著

D
・
シ
モ
ン
ズ
他
著

交
換
日
記

愛
は
永
遠
に

大川明

可能性感覚

大川 勇 著

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
作
家
ム
l
ジ
ル
の
小

説
「
特
性
の
な
い
男
」
を
も
と
に
し
て
可

能
性
感
覚
(
偶
然
性
の
認
識
、
多
元
主
義

へ
の
傾
斜
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
思
惟
)
の
背

景
を
検
討
し
、
現
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を

試
み
て
い
る
。
著
者
は
、
少
年
期
を
大
洲

で
過
ご
し
た
こ
と
が
あ
り
、
現
在
京
都
大

学
助
教
授
。

¥
新
着
本
は
、

月
始
め
に
ま
と
め
て

/

/
新
着
コ
ー
ナ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
。

¥

[
休
館
日
]
毎
週
月
曜
・

四
月
お
日

-m日

ー
白
日

・
1
月
1
日
1
5
日



広報おおず 200312月号

怠
… 
弔問

城戸電業社
ft25-2944 

惰)神田 鉄工所
ft24-4122 

12月7日(日)V紛 土居 鉄工所
まま 24-4519

(有)佐々木鉄工
ft26一0875

(有)南予水道住設
ft23-2352 

(布菊地浄化槽センタ-
ft24一 0 013

12月14日(日)~有) 星加水道設備
まま 26一0020

松浦建設 側
企 25-5335

徳森設備
公 25-4023

側 宮元建設
置ま 25一 0901

12月21日(日)(有)丸電工 業
まま 24-5351

谷本建設工業 側
ft24-5161 

12月23日(刈(有三原設備
ft24-3783 

村上工業 側
ft24-3141 

12月27日出 (有)大和開発
ft25-3776 

佐藤水道庖
ft24-4410 

12月28日(日)~有) アサノ設備
笠宮 24一0783

西国水道庖
怨 26-0265

12月29日(月)~有) オクダ設備
まま 24-3674

大塚鉄 工所
ft25-0300 

12月30日ω(有)内田電気水道設備
合 25-2858

岡福水道工事庖
ft24-3656 

12月31日附(有)いの水道設備
まま 24-2216

伊 予屋住設
ft24-2541 

(有)ア サノ設備
包 24-0783

淳山水道工事庖
公 24-2583

惰)大和開 発
ft25-3776 

西田水 道庖
ft26一 0265

惰)三原設 備
公 24-3ア83

佐藤水道庖
公 24-4410

1月4日(日)(有)いの水道設備
ft24-2216 

淳 山水道工事庖
ft24-2583 

預
金
保
険
制
度

当
座
預
金
、
普
通
預
金
、
別
段
預
金
は
、

平
成
口
年
3
月
末
ま
で
全
額
保
護
さ
れ
ま

す
。

A
V
定
期
預
金
な
ど
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
同
様
元
本
1
千
万
円
ま
で
と
そ
の
利

息
な
ど
が
保
護
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
を
超

え
る
部
分
は
、
破
た
ん
金
融
機
関
の
財

産
の
状
況
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
ま
す
(
一

部
カ
ッ
ト
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
)

0

.
平
成
口
年
4
月
以
降
は
、
当
座
預
金
な

ど
の
利
息
が
つ
か
な
い
預
金
が
全
額
保

護
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

-
預
金
保
険
制
度
、
農
漁
協
系
統
貯
金
保

険
制
度
と
も
に
、
同
様
の
取
り
扱
い
が

な
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
金
融
機
関
窓
口
ま
た
は
預

金
保
険
機
構
、
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金

保
険
機
構
、
財
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

松
山
財
務
事
務
所

8
0
8
9
・
9
4
1

7

1
8
5

各
種
検
定
試
験

A

守
簿
記

試
験
日

平
成
凶
年
2
月
2
日
間

くらしの情報

水道業者の

緊急漏水当番表

12月6日出

受
付
期
間

平
成
時
年
1
月
7
日
1
1
月
お
日

av
そ
ろ
ば
ん

試
験
日

平
成
時
年
2
月
8
日
回

受
付
期
間

平
成
日
年
四
月
8
日

1
平
成
凶
年
1
月
7
日

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
商
工
会
議
所

mu
@
4
1
1
1
 

まをる ~ 
皆す防誤エ | 理
さ 。止 解 イ | 型信
んす、ズ 1 :干
J学、 スイ百串 I -L.. 

長 元克著 | イ
おめ、や I '"1川
越の差 HI ♀
し イ別 11 寸ア
ど ベの V I Rt:; 
だ ン解感 112~面
台 ト消染 1<叉豆

え 高で吉|色閏
催 感 対 |ヲ
し 染 す '

-R
Z
イ
ズ
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時

ロ
月

6
日
出

午
後
2
時
1
午
後
4
時

場
所

い
よ
て
つ
高
島
屋

9
階

ロ
ー
ズ
ホ
l
ル
(
松
山
市
)

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
み
ん
な
で
話
そ
う
、

A
I
D
S
の
こ
と
」

ピ
ア
ノ
演
奏

演
奏
一
ス
キ

ッ
プ
・
ス
ワ
ン
ソ
ン

な
ど

12月13日出

12月20日出

-R世
界
の
エ
イ
ズ
ポ
ス
タ
ー
展

日
時

ロ
月
3
日
制
1
7
日
間

午
前
叩
時
1
午
後
7
時

場
所

い
よ
て
つ
高
島
屋
8
階

ス
カ
イ
ド
ー
ム

内
容

世
界
の
エ
イ
ズ
啓
発
ポ
ス
タ
ー
、

故
赤
瀬
範
保
氏
の
書
な
ど
の
展

示
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
情
報
提
供

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
保
健
所
保
健
課

mu
@
3
1
6
5
 

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
無
料
相
談

解
一庭
、
セ
ク
ハ
ラ
、
賃
下
げ
な
ど
、
職

場
で
の
処
遇
や
待
遇
、
従
業
員
の
労
務
管

理
な
ど
に
つ

い
て
、
疑
問
に
思

っ
た
り
、

悩
ん
だ
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
?

経
営
者
、
従
業
員
ど
ち
ら
の
立
場
で
も

利
用
で
き
ま
す
。
悩
ま
な
い
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
労
働
局
総
務
部
企
画
室

合

0
8
9
・
9
3
5
・
5
2
0
8

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V

「
日
本
習
字
教
育
財
団
」
書
道
展

-••••••••••••••••••••••• 

• 

・
申

刀

一

三

三

濯
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・
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k
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珂
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.
 ロHJ叩

μ

湖

七

ス

伝

燃

』

一

.

-
Z
Z

給

山

人

理

・-

a-----------------------------------------------

ロ
月
2
白
川
w
l
u
月
7
日
間

V
第
3
回
「
レ
ン
ガ
の
あ
る
風
景
」
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展

ロ
月
9
日

ωー
ロ
月
幻
日
間

V

「
作
太
郎
」
作
陶
展

ロ
月
お
日
附
I
U
月
羽
田
岡

※
ロ
月
初
日
1
1
月
3
日
は
休
館

展
示
時
間

午
前
叩
時

1
午
後
5
時

※
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で

お
お
ず
赤
煉
瓦
館

公
@
1
2
8
11月1日休)

固
国
国
国

今
月
号
も
な
ん
と
か
出
来
上
が
り
、

明
日
は
い
よ
い
よ
衆
院
選
。
さ
て
投
票

率
が
過
去
最
も
高
か
っ
た
の
は
、
昭
和

日
年
ロ
月

4
日
(土
)
の
第
話
回
衆
院
選

で
的

・
必

%
(大
洲
市
)。

不
在
者
投
票

を
す
る
人
の
姿
を
多
く
見
か
け
た
こ
の

約

一
週
間
。
明
日
の
投
票
率
が
気
に
な

る
と
こ
ろ
で
す
。

(
や
)

1月2日(金)

1月3日出

19 
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内
相談 内 !e句茸s 日 時な ど 場所 tJ. と. 聞 い 合 わ せ 先

人 4雀 ヰ目 談 12月15日(月)/午別10時~正午 南久米公民館
君、ぐときは法務局 ft24-4155 

(法務省) 12月19日(金)/午前10時~正午 市役所2階入札室

人 権 擁 護 委員による 毎週月-水金曜日 法務局大洲支局
法務局大洲支局 宮 24-4155

無 料 キ目 談 9 時~16 時 (祝祭日、12127-1/4 を除く) 人権相談室

fラ 政 キ目 談
12月22日(月)/午前9時~正午 市役所2階入札室

急ぐときは 公24-5072(山本)

(総務省) 合 24-4294(辻)

社会保険相談
12月4日(木)/午別10時~午後3時担分

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

12月17日(水)/午前10時~午後3時担分 宮 089-925--5105

不動産無料 相 談 12月15日(月)/午前9時~午後4時 宅建協会大洲支部 備)上田喜六不動産 官24-4452

一般相談 毎週月・ 水曜日

b配ごと 法律相談 毎週火 -木曜日 大洲市総合福祉
受付は総合福祉センター 1階

1 介護相談 毎週金曜日 センター
社会福祉協議会窓口まで

キ目 談 時間はいすれも
(相談室直通)

ft23-0313 
午前10時~正午、午後1時~午後4時 ft23-5629 
祝祭日年末年始を除く

家庭児童相談
月~金曜日/午前8時担分~午後5時15分

市役所高齢福祉課 ft24-21 1 1 内線178
祝日-年末年始を除く

人権・同和問題に 月~金曜日/午前8時泊分~午後5時15分 大洲隣保館 ft24-6100 
関する何でも相談 祝日年末年始を除く 大洲福祉会館 ft25-0947 

青少年相談室
月~金曜日/午前B時担分~午後5時15分

青少年センター ft24-7830 
祝日年末年始を除く

ふれ愛スクール相談電話
月~木曜日/午前9時~午後4時 国立大洲青年の家内

ft24-1414 
祝日年末年始を除く 大;州ふれ愛スクール

望E
;:;op;;; と-.00::， 

(..... 談本目

※いずれも無料です。お気軽にご相談く ださい。

シ
リ
ー
ズ

6
h

測
の
き
ば
む
し

臥が

竜i

大

洲

肱
川
の
深
い
測
に
は
、
昔
か
ら

竜
が
住
ん
で
い
る
と
信
じ
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
測
は
「
臥
竜
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

昔
、
志
保
町
に
た
い
そ
う
き

れ
い
な
娘
さ
ん
が
い
ま
し
た
。

お
嫁
さ
ん
に
欲
し
い
と
い
う
人

が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
し
、
両

親
も
い
ろ
い
ろ
と
勧
め
て
は
み

る
の
で
す
が
、
娘
は
お
嫁
に
行
こ
う
と
は
言
い
ま
せ
ん
。
様
子

が
お
か
し
い
の
で
、
両
親
が
気
を
つ
け
て
い
る
と
、
娘
に
は
恋

人
が
い
た
の
で
す
。
そ
こ
で
娘
に
、
「ど
こ
の
何
と
い
う
お
方

か
」
と
聞
い
て
み
る
と
、
娘
も
知
ら
な
い
と
い
う
の
で
す
。

あ
る
晩
、
父
親
は
こ
っ
そ
り
男
の
跡
を
つ
け
て
み
ま
し
た
。

す
る
と
お
か
し
な
こ
と
に
、
そ
の
男
は
川
原
の
方
へ
帰
っ
て
い

き
ま
す
。
こ
ち
ら
の
方
に
は
家
も
な
い
は
ず
だ
が
思
い
な
が
ら

つ
け
て
行
く
と
、
と
う
と
う
臥
竜
ま
で
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。

男
は
岩
の
上
を
水
際
ま
で
行
く
と
、
急
に
立
ち
止
ま
り
、
後
ろ

を
振
り
返
っ
て
悲
し
そ
う
な
目
で
父
親
を
見
ま
し
た
。
父
親
が

は
っ
と
木
陰
に
身
を
隠
し
た
途
端
、
男
は
川
の
中
へ
飛
び
込
み

ま
し
た
。
水
音
に
驚
い
た
父
親
が
水
面
を
見
下
ろ
す
と
、
金
色

の
竜
が
静
か
に
水
底
へ

沈
ん
で
い
く
の
が
見
え
ま
し
た
。
そ
れ

以
来
、
男
は
二
度
と
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
洲
市
教
育
委
員
会
発
行

「
大
洲
の
昔
ぱ
な
し
と
里
う
た
」
第
2
話
か
ら 企臥龍山荘下にある測

大洲市内の交通 事故

10月末現在 昨年同期

件数 216 231 

負傷者 275 305 

死者 3 2 

市民の動き

平成15年10月31日現在

39，069人 (-13) 出生 31人(-4) 

18，650人 (-11) 死亡 39人(+9) 

20，419人(-2) 

14，821世帯 (+8) 

人口

男

女

世帯数

今月の納税は

固定資産税 3期

20 

( )内は対前月比納期限は12月25日です
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